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清須市決算認定平成３０年度

6,164,362,008
6,074,860,975

歳　　　入
歳　　　出

内　　　容

222,161,026

（単位　円）

水道事業区　分

201,196,181
20,964,845

事業収益合計
事業費用合計
純　利　益

内　　　容

4,482,172,900
4,381,368,374

2,337,539,463
2,224,480,669

1,493,390,830
国民健康保険区　分

◯特別会計

◯企業会計

介護保険 下水道事業 後期高齢者医療

一般会計

諸収入
7億4,202万7,406円（2.8％）

その他
（分担金及び負担金など）
13億4,576万7,918円 
（5.0％）

繰越金
10億7,932万659円（4.1％）

繰入金
12億4,090万2,296円（4.6％）

地方消費税交付金
12億5,008万円（4.7％）

県支出金
13億4,745万6,040円（5.1％）

市債
19億6,610万円（7.4％）

地方交付税
21億3,023万1,000円（8.0％）

国庫支出金
31億6,086万9,982円（11.9％）

市税
123億3,625万4,088円 
（46.4％）

平成３０年度の決算は、令和元年９月議会定例会において、次のとおり認定されました。
各会計とも適切な予算執行により、黒字決算となっています。

市に入ったお金は、２６５億９，９００万９，３８９円歳入

市が使ったお金は、２５３億８，５０２万８１８円歳出

1,461,025,657
国民健康保険事業の健全な運
営を確保し、もって社会保障及
び国民保健の向上に寄与する
ことを目的に設置

●土地区画整理事業（２地区）
　9億1,758万8,766円
●古川排水路移設事業
　8,937万5,400円
●議事堂整備事業
　5,491万8,000円
●コミュニティバス運行事業
　4,971万1,728円

●放課後子ども教室整備事業
　3,247万8,567円
●４大まつり事業（補助金）　　
　3,103万円
●西枇杷島児童センター整備事業
　2,242万2,000円
●雨水貯留施設整備事業
　2,138万4,000円

清浄にして豊富低廉な水の供
給を図り、もって公衆衛生の向
上と生活環境の改善に寄与す
ることを目的に設置

介護保険事業の円滑な運営と
その経理の適正を図ることを
目的に設置

下水道事業の円滑な運営とそ
の経理の適正を図ることを目
的に設置

後期高齢者医療事業の円滑な
運営とその経理の適正を図る
ことを目的に設置

（単位　円）

平成３０年度に行われた主な事業

一般会計

その他
（農林水産業費など）
2億6,372万125円 
（1.0％） 

商工費
2億8,754万3,299円（1.1％） 

議会費
2億9,376万7,191円（1.2％）

消防費
8億5,106万9,541円

（3.4％）

公債費
17億6,354万1,106円

（6.9％）

衛生費
25億1,638万4,770円

（9.9％）

総務費
30億9,203万7,799円

（12.2％）

土木費
31億8,161万3,555円（12.5％）

教育費
37億4,312万6,959円（14.8％） 

民生費
93億9,221万6,473円 
（37.0％） 



平成３０年度
5,407,228,220

5,631,965,783
1,261,425,800
4,145,802,420

25,385,020,818合　計
※２　市民一人あたりの決算額は、平成３１年３月３１日現在の総人口６９，０２９人で割った額です。
※３　一般財源ベースは、決算額から国・県支出金など事業が特定される収入を除いたもので、主に市税が中心となっています。

※１　市民一人あたりの決算額は、平成３１年３月３１日現在の総人口６９，０２９人で割った額です。

労働費　労働者への金融貸付などのために
農林水産業費　農業振興などのために

商工費

その他、観光などのために
商工業振興のために

議会費　市議会運営のために
その他、市消防団などのために
防災対策のために
救急、常備消防のために

消防費
公債費　借り入れた市債の返済のために
上水道のために
市民の健康のために
ごみ処理やし尿処理のために

衛生費
その他、コミバスの運行や交通安全、統計調査などのために
選挙（市議会議員選挙など）のために
自治コミュニティ振興のために

総務費
その他、土地区画整理や都市下水路などのために
公園のために
道路の維持管理や新設改良のために

土木費
その他、給食センターや教育委員会運営のために
生涯学習のために
学校（幼稚園を含む）のために

教育費
その他、生活保護世帯などのために
児童のために
お年寄りや障がいをもつ方のために

2,000,000
261,720,125
140,651,918
146,891,381
287,543,299
293,767,191
71,741,736
79,694,805
699,633,000
851,069,541
1,763,541,106

4,985,000
1,008,608,217
1,502,791,553
2,516,384,770
2,968,186,179
54,030,873
69,820,747

3,092,037,799
2,432,139,148
163,206,263
586,268,144

3,181,613,555
828,017,093
845,243,388
2,069,866,478
3,743,126,959
963,938,388
3,537,853,403
4,890,424,682
9,392,216,473

29
3,791
2,038
2,128
4,166
4,256
1,039
1,155
10,135
12,329
25,548

72
14,611
21,771
36,454
42,999
783
1,011
44,793
35,234
2,364
8,493
46,091
11,995
12,245
29,985
54,225
13,964
51,252
70,846
136,062

0
1,900
1,732
587
2,319
4,255
940
1,071
10,135
12,146
25,548

72
10,066
19,848
29,986
39,930
481
977

41,388
21,909
2,163
5,420
29,492
7,472
10,347
8,432
26,251
3,793
24,579
49,503
77,875民生費

367,744 251,160

決算額区　分 一般財源ベース（※３）
市民一人あたりの決算額（※２）

区　分 決算額 市民一人あたりの決算額（※１）

◯市民一人あたりの一般会計歳出額の状況

◯市民一人あたりの市税負担額の状況

◯決算報告の詳しい内容は、清須市ホームページ内の「財政状況」のページに掲載しています。◯決算報告の詳しい内容は、清須市ホームページ内の「財政状況」のページに掲載しています。

個人市民税
法人市民税

108,770,900
428,087,513
760,201,672

固定資産税

市民税

軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

12,336,254,088

78,333

81,588
18,274
60,059

1,576
6,201
11,013
178,711合　計

（単位　円）

（単位　円）



■交付の対象
■交付する額
■交付の方法
■使 途 基 準

■収 支 報 告

■支出禁止事項

会派または議員
1人あたり年額18万円（月額1万5千円、平成30年度は改選のため11か月分とする。）
4月及び10月の半期ごと
調査研究費、研修費、調査費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、資料購入費、広報費、事務
費などに要す経費
政務活動費の交付を受けた会派また議員は、領収書の原本を添えて、収支報告書を議長に提出
しなければなりません。交付を受けた額に残額があるときは、これを返還しなければなりません。
懇親会費・交流会費・飲食費・飲酒類・茶菓子代・ガソリン代・政党活動費・後援会費など

492,385
89,330 参考図書、新聞代

議員活動広報誌作成、印刷代広　報　費
28,075 事務用品事　務　費
609,790合　　　計

　高橋 哲生・大塚 祥之・松川 秀康・山内 徳彦
新世代（4名）　

　天野 武藏

資料購入費
支出額（円） 説　明使途項目

21,060 調査研究用品資料購入費

96,610
75,550 事務用品

合　　　計
事　務　費

支出額（円） 説　明使途項目

　加藤 光則

21,420
27,917
690

73,880

事務用品
参考図書
印刷代
地方議員セミナー、市町村議会議員セミナー

事　務　費
資料購入費
資料作成費
研　修　費

123,907合　　　計

支出額（円） 説　明使途項目

　市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、市議会議員の調査研究に資するための必要な経費の一部
として交付される費用です。

活動費収支報告書平成３０年度政務

◯議員別内訳

政務活動費とは・・・

当市では、さまざまな制限を設け使途を明確にしています。



清政会（11名）　
　成田 義之・久野 茂・伊藤 嘉起・八木 勝之・岡山 克彦・野々部 享・小﨑 進一・浅野 富典
　下堂薗 稔・冨田 雄二・松岡 繁知

公明党（3名）
　岸本 洋美・林 真子・飛永 勝次

市清クラブ（2名）
　浅井 泰三

◯政務活動費収支

◯会派別内訳

平成３０年度政務

会派名等

加藤 光則

天野 武藏

新世代

市清クラブ

公明党

清政会

議 

員

所属議員数

1名

1名

4名

2名

3名

11名

交付額（円）

165,000

165,000

660,000

330,000

495,000

1,815,000

支出額（円） 返還額（円）

123,907

96,610

609,790

174,024

495,000

1,815,000

41,093

68,390

50,210

155,976

0

0

1,855,640

1,855,640

交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計

調　査　費

支出額（円） 説　明使途項目
岩手県行政視察（二戸市・一関市・雫石町）、沖縄県行政視察（宜野湾市・与那原町・竹
富町）、大阪府行政視察（守口市・泉南市）

215,820

515,440

299,620

交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計

調　査　費

研　修　費

支出額（円） 説　明使途項目
市町村議会議員特別セミナー、全国市議会議長会研究フォーラム、ＴＲＣセミナー、議
員向けセミナー、教育行政基礎講座
兵庫県行政視察（三木市・芦屋市・小野市）、東京都・静岡県行政視察（国立市・牧之原
市・藤枝市）

156,668
190,148

33,480
郵送代
議員活動広報誌作成、印刷代

交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

※市清クラブも条例に基づき会派に交付していますが、支出は個人単位のため別掲

合　　　計
事　務　費

9,024
9,024

参考図書
合　　　計
資料購入費

広　報　費
支出額（円） 説　明使途項目

　白井 章
支出額（円） 説　明使途項目
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平
成
３０
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　

市
民
税
等
の
不
納
欠

損
額
が
昨
年
と
比
較
し
て

減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

た
の
か
。

　
　

納
税
折
衝
と
滞
納
処

分
、
差
押
え
を
積
極
的
に

実
施
し
た
効
果
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
　

１
０
０
万
円
以
上
の

高
額
滞
納
者
は
何
名
か
。

　
　

平
成
30
年
度
は
１
０

６
名
、
現
在
は
87
名
で
す
。

　
　

不
動
産
売
払
収
入
と

し
て
売
却
し
た
土
地
は
、

ど
こ
か
。

　
　

西
枇
杷
島
中
学
校
に

隣
接
し
た
県
道
用
地
と
斎

場
施
設
建
設
に
伴
う
移
設

前
の
古
川
排
水
路
用
地
の

２
か
所
で
す
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
者

に
対
す
る
無
料
乗
車
券
の

有
効
期
間
が
、
１
年
間
と

な
っ
た
理
由
は
。

　
　

昨
今
、
高
齢
者
の

方
々
の
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

運
転
免
許
証
の
返
納
を
促

す
と
い
う
意
味
も
込
め
て

１
年
と
し
ま
し
た
。

歳
出

　
　

接
遇
指
導
者
研
修

は
、
ど
の
立
場
の
職
員
を

対
象
と
し
た
の
か
。

　
　

各
課
で
選
任
す
る
接

遇
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

平
成
29
年
度
に
各
施

設
の
劣
化
状
況
を
調
査

し
、
状
態
を
把
握
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
は
、
各

施
設
の
適
正
配
置
方
針
の

検
討
を
行
い
、
令
和
元
年

度
に
個
別
整
備
方
針
及

び
、
個
別
施
設
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　
　

自
治
活
動
費
補
助
金

の
活
用
に
つ
い
て
、
ブ
ロ

ッ
ク
に
よ
っ
て
活
動
の
温

度
差
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
と
し
て
の
見
解
は
。

　
　

こ
の
補
助
金
に
は
３

つ
の
区
分
が
あ
り
、
地
域

に
よ
っ
て
温
度
差
は
あ
り

ま
す
が
、
補
助
金
の
活
用

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
よ
り

一
層
活
性
化
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

消
防
団
員
の
定
員
数

と
現
在
の
団
員
数
及
び
、

欠
員
数
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か
。

　
　

定
員
数
は
２
９
３
名

で
、
９
月
１
日
現
在
で
は

２
７
３
名
で
す
。
欠
員
数

は
20
名
で
、
推
移
は
こ
こ

数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
講
座
の
受
講
対
象
者

は
ど
の
よ
う
な
人
か
。

　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
本
年
度
受
講

さ
れ
た
方
と
、
前
年
度
及

び
前
々
年
度
に
受
講
さ
れ

た
方
で
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
案

　
　

人
件
費
へ
の
影
響
額

は
、
ど
の
程
度
か
。

　
　

当
初
予
算
と
比
較
し

て
、
約
１
億
４
千
万
円
増
加

の
見
込
み
で
す
。

職
員
の
分
限
の
手
続
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）案

総
務
委
員
会

　
９
月
１１
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議
案
と
も
全
員

賛
成
に
よ
り
認
定・可
決
し
ま
し
た
。

　
以
下
が
主
な
質
疑
等
で
す
。



平
成
30
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
の
証
明
書
の
発
行

割
合
は
。

　
　

平
成
30
年
度
の
証
明

書
の
発
行
件
数
は
、
市
民
課

が
６
万
７
４
３
件
、
西
枇
杷

島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
４
千
２
４
７
件
、
清
洲
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
４

千
３
９
２
件
、
春
日
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
５
千
３

９
４
件
で
、
割
合
は
市
民
課

が
81･

2
％
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
18･

8
％
で

す
。

　
　

私
的
契
約
児
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

の
対
象
か
。

　
　

私
的
契
約
児
は
無
償

化
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
内

容
は
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
か
ら
愛
知
県
広
域

連
合
納
付
金
と
し
て
歳
出

さ
れ
る
財
源
の
一
部
で
、
愛

知
県
へ
の
負
担
分
で
す
。

歳
出

　
　

介
護
保
険
の
日
常
生

活
圏
域
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　

第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
中
で
、
現

在
の
状
況
と
課
題
を
精
査

し
、
本
市
の
方
向
を
示
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

就
労
に
関
す
る
事
業

費
が
伸
び
て
い
る
要
因
と

今
後
の
対
応
は
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
方
の

社
会
参
加
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
一
般
企
業
へ
の
就

職
や
就
労
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
事
業
費
が

伸
び
て
い
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
社
会
参
加
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

本
市
の
児
童
虐
待
対

応
の
実
績
件
数
は
。

　
　

昨
年
度
、
要
保
護
児

童
対
策
協
議
会
の
実
務
者

会
議
で
検
討
し
た
件
数

は
、
要
保
護
ケ
ー
ス
と
要

支
援
ケ
ー
ス
を
併
せ
て
、

延
べ
１
千
３
４
２
件
で
す
。

　
　

病
児
保
育
利
用
の
年

齢
の
内
訳
と
そ
の
理
由
は
。

　
　

乳
児
が
２
３
８
人
、

幼
児
が
１
２
８
人
、
小
学

生
が
50
人
の
計
４
１
６
人

で
あ
り
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
疾
患
で
の

利
用
が
多
い
と
の
報
告
で

す
。

　
　

妊
娠
前
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援

の
実
施
内
容
は
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
助
産
師
及
び
保
健

師
を
配
置
し
、
妊
娠
前
か

ら
の
総
合
相
談
や
全
妊
婦

に
子
育
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
や
地
区
担
当
保
健
師

な
ど
と
連
携
し
て
、
子
育

て
支
援
に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
　

斎
苑
施
設
周
辺
環
境

改
善
費
で
概
ね
１
億
２
千

万
円
、
周
辺
対
策
で
14
億

円
、
市
単
独
で
４
億
７
千

万
円
必
要
と
の
こ
と
で
よ

い
か
。

　
　

市
単
独
の
厳
密
な
金

額
は
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
全
体
で
行
う
周
辺
環

境
改
善
事
業
は
、
14
億
円

を
目
安
に
行
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　
　

宮
重
大
根
と
土
田
か

ぼ
ち
ゃ
の
利
用
方
法
は
。

　
　

学
校
給
食
へ
の
提
供

を
は
じ
め
、
親
子
料
理
教

室
の
食
材
と
し
て
、
ま

た
、
地
元
店
舗
等
に
卸
し

て
い
ま
す
。

平
成 

30 

年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ
の
要
素
は
何
か
。

　
　

高
齢
者
が
多
く
医
療

費
が
全
体
的
に
上
が
る
こ

と
。
平
成
２８
年
度
か
ら
社

会
保
険
の
拡
大
が
あ
り
、

若
い
世
代
が
社
会
保
険
に

移
り
国
民
健
康
保
険
に
入

っ
て
い
る
人
が
減
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
一
般
会
計
繰

入
金
解
消
の
方
針
を
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
税
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

介
護
予
防
の
「
い
こ

ま
い
か
教
室
」
を
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
で

き
な
い
か
。

　
　

地
域
で
の
実
情
も
踏

ま
え
、
事
業
の
利
用
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

軽
減
特
例
の
段
階
的

な
廃
止
に
伴
う
、
本
市
の

状
況
は
。

　
　

本
算
定
ベ
ー
ス
で
令

和
元
年
度
に
８
割
軽
減
と
な

っ
た
方
は
、
１
千
４
４
１
人

で
、
平
成
30
年
度
と
比
較
し

た
場
合
の
影
響
額
は
、
６
４

８
万
４
千
５
０
０
円
の
負
担

が
増
え
ま
し
た
。

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　
　

印
鑑
証
明
に
旧
氏
が

記
載
さ
れ
る
の
か
。

　
　

11
月
５
日
か
ら
、
旧

氏
記
載
の
請
求
が
あ
っ
た
方

の
証
明
書
に
記
載
し
ま
す
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
　

今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
事
務
量
の
負
担
は

増
加
す
る
の
か
。

　
　

事
務
量
の
負
担
が
大

幅
に
増
加
す
る
と
は
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
よ
り
副
食
費
が
実

費
徴
収
と
な
る
が
、
市
独

自
の
減
免
の
考
え
は
。

　
　

現
在
実
施
し
て
い
る

年
収
約
４
７
０
万
円
未
満

世
帯
の
第
２
子
に
対
す
る

保
育
料
減
免
対
象
者
が
、

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う

に
副
食
費
の
免
除
を
市
独

自
と
し
て
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　
　

放
課
後
児
童
支
援
員

の
配
置
状
況
は
。

　
　

各
ク
ラ
ブ
に
２
名
の

放
課
後
児
童
支
援
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
案

　
　

補
正
予
算
に
関
係
す

る
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
の
内
容
は
。

　
　

月
６０
時
間
以
上
の
就

労
等
の
保
育
を
必
要
と
す

る
家
庭
で
あ
り
、
認
可
外

保
育
施
設
等
を
利
用
す
る

３
歳
以
上
の
す
べ
て
の
児

童
と
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
ど

も
の
利
用
料
、
ま
た
、
幼

稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の

幼
稚
園
部
分
を
一
時
利
用

し
て
い
る
方
で
、
そ
の
利

用
理
由
が
保
育
を
必
要
と

な
る
家
庭
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
利
用
の
無
償
化
に

加
え
て
、
一
時
預
か
り
保

育
の
利
用
料
が
無
償
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
額
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
案

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

　
９
月
１３
日
、
１７
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議
案
と

も
全
員
賛
成
及
び
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定・可
決
し
ま
し
た
。

　
以
下
が
主
な
質
疑
等
で
す
。

福
祉
委
員
会

西枇杷島保育園

子育て世代包括支援センター



委
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長 

飛
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勝
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委
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長 
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堂
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員 

伊
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嘉
起

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
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岡
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彦
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彦

平
成
30
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
の
証
明
書
の
発
行

割
合
は
。

　
　

平
成
30
年
度
の
証
明

書
の
発
行
件
数
は
、
市
民
課

が
６
万
７
４
３
件
、
西
枇
杷

島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
４
千
２
４
７
件
、
清
洲
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
４

千
３
９
２
件
、
春
日
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
５
千
３

９
４
件
で
、
割
合
は
市
民
課

が
81･

2
％
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
18･

8
％
で

す
。

　
　

私
的
契
約
児
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

の
対
象
か
。

　
　

私
的
契
約
児
は
無
償

化
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
内

容
は
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
か
ら
愛
知
県
広
域

連
合
納
付
金
と
し
て
歳
出

さ
れ
る
財
源
の
一
部
で
、
愛

知
県
へ
の
負
担
分
で
す
。

歳
出

　
　

介
護
保
険
の
日
常
生

活
圏
域
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　

第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
中
で
、
現

在
の
状
況
と
課
題
を
精
査

し
、
本
市
の
方
向
を
示
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

就
労
に
関
す
る
事
業

費
が
伸
び
て
い
る
要
因
と

今
後
の
対
応
は
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
方
の

社
会
参
加
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
一
般
企
業
へ
の
就

職
や
就
労
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
事
業
費
が

伸
び
て
い
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
社
会
参
加
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

本
市
の
児
童
虐
待
対

応
の
実
績
件
数
は
。

　
　

昨
年
度
、
要
保
護
児

童
対
策
協
議
会
の
実
務
者

会
議
で
検
討
し
た
件
数

は
、
要
保
護
ケ
ー
ス
と
要

支
援
ケ
ー
ス
を
併
せ
て
、

延
べ
１
千
３
４
２
件
で
す
。

　
　

病
児
保
育
利
用
の
年

齢
の
内
訳
と
そ
の
理
由
は
。

　
　

乳
児
が
２
３
８
人
、

幼
児
が
１
２
８
人
、
小
学

生
が
50
人
の
計
４
１
６
人

で
あ
り
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
疾
患
で
の

利
用
が
多
い
と
の
報
告
で

す
。

　
　

妊
娠
前
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援

の
実
施
内
容
は
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
助
産
師
及
び
保
健

師
を
配
置
し
、
妊
娠
前
か

ら
の
総
合
相
談
や
全
妊
婦

に
子
育
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
や
地
区
担
当
保
健
師

な
ど
と
連
携
し
て
、
子
育

て
支
援
に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
　

斎
苑
施
設
周
辺
環
境

改
善
費
で
概
ね
１
億
２
千

万
円
、
周
辺
対
策
で
14
億

円
、
市
単
独
で
４
億
７
千

万
円
必
要
と
の
こ
と
で
よ

い
か
。

　
　

市
単
独
の
厳
密
な
金

額
は
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
全
体
で
行
う
周
辺
環

境
改
善
事
業
は
、
14
億
円

を
目
安
に
行
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　
　

宮
重
大
根
と
土
田
か

ぼ
ち
ゃ
の
利
用
方
法
は
。

　
　

学
校
給
食
へ
の
提
供

を
は
じ
め
、
親
子
料
理
教

室
の
食
材
と
し
て
、
ま

た
、
地
元
店
舗
等
に
卸
し

て
い
ま
す
。

平
成 

30 

年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ
の
要
素
は
何
か
。

　
　

高
齢
者
が
多
く
医
療

費
が
全
体
的
に
上
が
る
こ

と
。
平
成
２８
年
度
か
ら
社

会
保
険
の
拡
大
が
あ
り
、

若
い
世
代
が
社
会
保
険
に

移
り
国
民
健
康
保
険
に
入

っ
て
い
る
人
が
減
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
一
般
会
計
繰

入
金
解
消
の
方
針
を
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
税
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

介
護
予
防
の
「
い
こ

ま
い
か
教
室
」
を
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
で

き
な
い
か
。

　
　

地
域
で
の
実
情
も
踏

ま
え
、
事
業
の
利
用
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

軽
減
特
例
の
段
階
的

な
廃
止
に
伴
う
、
本
市
の

状
況
は
。

　
　

本
算
定
ベ
ー
ス
で
令

和
元
年
度
に
８
割
軽
減
と
な

っ
た
方
は
、
１
千
４
４
１
人

で
、
平
成
30
年
度
と
比
較
し

た
場
合
の
影
響
額
は
、
６
４

８
万
４
千
５
０
０
円
の
負
担

が
増
え
ま
し
た
。

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　
　

印
鑑
証
明
に
旧
氏
が

記
載
さ
れ
る
の
か
。

　
　

11
月
５
日
か
ら
、
旧

氏
記
載
の
請
求
が
あ
っ
た
方

の
証
明
書
に
記
載
し
ま
す
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
　

今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
事
務
量
の
負
担
は

増
加
す
る
の
か
。

　
　

事
務
量
の
負
担
が
大

幅
に
増
加
す
る
と
は
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
よ
り
副
食
費
が
実

費
徴
収
と
な
る
が
、
市
独

自
の
減
免
の
考
え
は
。

　
　

現
在
実
施
し
て
い
る

年
収
約
４
７
０
万
円
未
満

世
帯
の
第
２
子
に
対
す
る

保
育
料
減
免
対
象
者
が
、

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う

に
副
食
費
の
免
除
を
市
独

自
と
し
て
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　
　

放
課
後
児
童
支
援
員

の
配
置
状
況
は
。

　
　

各
ク
ラ
ブ
に
２
名
の

放
課
後
児
童
支
援
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
案

　
　

補
正
予
算
に
関
係
す

る
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
の
内
容
は
。

　
　

月
６０
時
間
以
上
の
就

労
等
の
保
育
を
必
要
と
す

る
家
庭
で
あ
り
、
認
可
外

保
育
施
設
等
を
利
用
す
る

３
歳
以
上
の
す
べ
て
の
児

童
と
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
ど

も
の
利
用
料
、
ま
た
、
幼

稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の

幼
稚
園
部
分
を
一
時
利
用

し
て
い
る
方
で
、
そ
の
利

用
理
由
が
保
育
を
必
要
と

な
る
家
庭
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
利
用
の
無
償
化
に

加
え
て
、
一
時
預
か
り
保

育
の
利
用
料
が
無
償
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
額
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
案

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案
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建
設
文
教
委
員
会

　
９
月
18
日
、
19
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議
案
と

も
全
員
賛
成
に
よ
り
認
定・可
決
し
ま
し
た
。

　
以
下
が
主
な
質
疑
等
で
す
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　

都
市
公
園
使
用
料
収

入
の
内
容
は
。

　
　

電
柱
等
の
占
用
と
民

間
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど

の
使
用
が
あ
り
、
全
件
数

は
19
件
で
す
。

　
　

国
庫
支
出
金
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

補
助
率
と
交
付
金
の
内
示

額
は
。

　
　

道
路
事
業
と
市
街
地

整
備
事
業
は
55
％
か
50

％
、
河
川
事
業
と
都
市
再

生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
３
分
の
１
、
都
市
公

園
整
備
事
業
は
50
％
の
補

助
率
で
す
。
ま
た
、
内
示

額
は
要
望
額
よ
り
交
付
額

が
下
回
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　
　

生
活
保
護
費
、
就
学

援
助
費
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
、
給
食
費
を
滞
納
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
場
合
の
徴
収
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　

給
食
費
滞
納
者
の
中

に
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
福
祉
部
局
と
連
携
し

な
が
ら
徴
収
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

歳
出

　
　

道
路
区
画
線
の
引
き

直
し
の
時
期
と
、
道
路
内

の
雑
草
や
Ｌ
型
側
溝
へ
の

土
砂
の
堆
積
等
の
維
持
管

理
は
。

　
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ

り
現
場
確
認
を
し
て
、
区
画

線
の
引
き
直
し
等
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雑
草

や
Ｌ
型
側
溝
の
土
砂
の
堆
積

等
は
、
現
場
作
業
員
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
　

市
道
西
田
中
蓮
池
線

整
備
、
船
杁
橋
整
備
、
白

弓
橋
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

西
田
中
蓮
池
線
の
整

備
は
、
渇
水
期
に
施
工
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
船
杁
橋
は
本
年
度
末

完
了
を
目
指
し
て
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
白
弓
橋

は
令
和
元
年
度
に
下
部
工

を
、
令
和
２
年
度
は
上
部

工
の
整
備
予
定
で
す
。

　
　

エ
ア
ー
遮
断
機
の
保

守
点
検
は
。

　
　

今
年
度
ま
で
、
か
し

担
保
期
間
で
あ
り
、
業
者

に
て
点
検
。
令
和
２
年
度

か
ら
は
、
保
守
点
検
の
委

託
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
費
に
つ
い
て
、
通
学
路

に
該
当
す
る
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
通
学

路
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

い
る
か
。

　
　

３
件
が
該
当
し
、
延

長
は
約
80
ｍ
で
す
。
通
学

路
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
大
阪
の
災
害

後
、
学
校
と
調
整
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

清
洲
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
は
昨
年
度
よ
り

工
事
を
始
め
、
進
捗
率

は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

９
％
、
新
清
洲
駅
北
土
地

区
画
整
理
事
業
も
昨
年
度

よ
り
工
事
に
着
手
。
今
年

度
、
道
路
と
宅
地
の
造
成

が
一
部
完
了
し
、
土
地
の

使
用
収
益
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
進
捗
率
は
事
業
費
ベ

ー
ス
で
46･

4
％
で
す
。

　
　

清
洲
駅
前
広
場
整
備

に
つ
い
て
、
稲
沢
市
と
の

協
議
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

稲
沢
市
、
尾
張
建
設

事
所
、
及
び
一
宮
建
設
事
務

所
な
ど
と
協
議
を
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

都
市
公
園
と
児
童
遊

園
等
と
の
管
理
上
の
違
い

は
あ
る
か
。
ま
た
、
都
市

公
園
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
い
て
改
築
更
新
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
児
童
遊

園
等
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

管
理
上
の
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
都
市

公
園
の
遊
具
交
換
は
国
庫

補
助
を
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
修
繕
に
つ
い
て
は
都

市
公
園
も
児
童
遊
園
等
も

安
全
点
検
結
果
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

庄
内
川
水
防
セ
ン
タ

ー
の
芝
生
広
場
の
利
用
の

ル
ー
ル
等
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
自
由
使

用
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
会
員
の
意
見
も
参
考

に
、
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討

し
ま
す
。

　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
費
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　

中
学
２
年
生
の
職
場

体
験
と
講
師
に
依
頼
し
て

将
来
の
生
き
方
に
関
す
る
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

青
少
年
・
家
庭
教
育

相
談
で
虐
待
の
内
容
は
。

　
　
28
年
度
は
51
件
、
29
年

度
は
62
件
、
30
年
度
は
53
件

で
、
主
な
も
の
は
母
親
に
よ

る
放
置
、
体
罰
で
す
。

　
　

不
登
校
の
生
徒
に
対

し
て
適
応
指
導
教
室
の
利

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　

適
応
指
導
教
室
が
あ

る
こ
と
も
伝
え
な
が
ら
、

学
校
へ
通
え
る
よ
う
、
児

童
、
生
徒
へ
働
き
か
け
を

し
て
い
ま
す
。

　
　

私
立
幼
稚
園
等
就
園

奨
励
費
補
助
金
は
、
今
後

無
償
化
に
伴
い
支
出
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

従
来
の
対
象
者
に
加

え
、
所
得
制
限
で
対
象
外

だ
っ
た
方
も
新
た
に
対
象

と
な
る
た
め
、
対
象
者
数

が
増
加
し
ま
す
。
授
業
料

の
限
度
額
２
万
７
千
５
０

０
円
、
私
立
幼
稚
園
に
通

う
園
児
約
４
６
０
名
で
算

出
す
る
と
、
年
間
で
、
約

１
億
３
千
万
円
の
支
出
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

各
学
校
の
遊
具
の
点

検
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
体
育
の
授
業
で
遊
具
を

使
っ
た
指
導
は
あ
る
の
か
。

　
　

遊
具
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
の
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。
体
育
の
授
業
を

通
し
て
安
全
な
遊
具
の
使

い
方
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
児
童
の
体
力
増
進
の

た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

学
校
就
学
援
助
費
の

前
倒
し
の
状
況
と
今
後
の

課
題
は
。

　
　

新
小
学
1
年
生
に
対

す
る
支
給
は
33
名
で
、
１

３
３
万
９
千
８
０
０
円
、

新
中
学
１
年
生
に
対
す
る

支
給
は
51
名
で
、
２
４
６

万
４
千
円
で
す
。
30
年
度

は
３
月
15
日
の
支
給
だ
っ

た
た
め
、
よ
り
早
い
時
期

に
支
給
す
る
こ
と
が
課
題

で
す
。

　
　

２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

の
募
集
人
員
と
ミ
ニ
セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は
。

　
　

県
の
募
集
人
員
は
22

名
で
、
４
千
34
名
の
応
募

が
あ
り
、
１
８
３･

４
倍
の

倍
率
で
し
た
。
ま
た
、
ミ

ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
織
田
信
長
公

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
容
で

検
討
し
、
内
容
発
表
に
つ

い
て
は
県
よ
り
12
月
頃
に

行
い
ま
す
。　

　
　
春
と
秋
の
清
須
ウ
オ
ー

ク
へ
の
市
民
の
参
加
者
は
。

　
　

春
が
８
０
４
名
、
秋

が
６
５
０
名
で
そ
の
う
ち
約

３
割
が
市
民
の
方
で
す
。

　
　

ア
ル
コ
清
洲
と
カ
ル

チ
バ
新
川
の
利
用
料
金
の

収
入
に
つ
い
て
。

　
　

ア
ル
コ
清
洲
は
５
千

８
２
５
万
６
千
８
３
０

円
、
カ
ル
チ
バ
新
川
は
１

千
８
６
０
万
１
千
６
８
０

円
で
す
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
員
は
、
何
名
の
不
足

か
。
ま
た
、
個
々
の
調
理

員
に
過
度
な
負
担
は
生
じ

て
い
な
い
か
。

　
　

必
要
と
す
る
調
理
員

数
に
対
し
て
９
名
が
不
足

し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
人
材
派
遣
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
　

台
風
に
よ
り
給
食
中

止
の
判
断
を
し
、
食
品
ロ

ス
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い

か
。

　
　

中
止
し
た
日
の
献
立

を
翌
日
に
ス
ラ
イ
ド
す
る

な
ど
の
献
立
変
更
を
行

い
、
給
食
用
物
資
の
ロ
ス

が
生
じ
な
い
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
下
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定

　
　

公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
不
納
欠
損

額
の
内
訳
は
。

　
　

平
成
25
年
度
分
の
89

件
で
す
。

　
　

下
水
道
使
用
料
の
収

入
未
済
額
が
例
年
に
比
べ

て
多
い
の
で
は
。

　
　

平
成
31
年
度
に
企
業

会
計
に
移
行
し
、
例
年
あ

っ
た
出
納
閉
鎖
期
間
が
な

く
な
っ
た
た
め
で
す
。
こ

の
未
済
額
は
企
業
会
計
で

特
例
的
収
入
と
し
て
処
理

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
案

　
　

国
の
補
助
金
の
減
額

は
予
想
で
き
な
い
の
か
。

　
　

総
額
が
あ
る
中
で
他

市
町
の
要
望
額
に
よ
っ
て

変
動
す
る
た
め
、
予
想
は

困
難
で
す
。

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
認
定

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

市
立
幼
稚
園
授
業
料
等

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）

エアー遮断機



委
員
長 

八
木　
勝
之

副
委
員
長 

岸
本　
洋
美

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

高
橋　
哲
生

委　
員 

小
﨑　
進
一

委　
員 

大
塚　
祥
之

委　
員 

浅
野　
富
典

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　

都
市
公
園
使
用
料
収

入
の
内
容
は
。

　
　

電
柱
等
の
占
用
と
民

間
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど

の
使
用
が
あ
り
、
全
件
数

は
19
件
で
す
。

　
　

国
庫
支
出
金
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

補
助
率
と
交
付
金
の
内
示

額
は
。

　
　

道
路
事
業
と
市
街
地

整
備
事
業
は
55
％
か
50

％
、
河
川
事
業
と
都
市
再

生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
３
分
の
１
、
都
市
公

園
整
備
事
業
は
50
％
の
補

助
率
で
す
。
ま
た
、
内
示

額
は
要
望
額
よ
り
交
付
額

が
下
回
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　
　

生
活
保
護
費
、
就
学

援
助
費
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
、
給
食
費
を
滞
納
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
場
合
の
徴
収
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　

給
食
費
滞
納
者
の
中

に
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
福
祉
部
局
と
連
携
し

な
が
ら
徴
収
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

歳
出

　
　

道
路
区
画
線
の
引
き

直
し
の
時
期
と
、
道
路
内

の
雑
草
や
Ｌ
型
側
溝
へ
の

土
砂
の
堆
積
等
の
維
持
管

理
は
。

　
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ

り
現
場
確
認
を
し
て
、
区
画

線
の
引
き
直
し
等
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雑
草

や
Ｌ
型
側
溝
の
土
砂
の
堆
積

等
は
、
現
場
作
業
員
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
　

市
道
西
田
中
蓮
池
線

整
備
、
船
杁
橋
整
備
、
白

弓
橋
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

西
田
中
蓮
池
線
の
整

備
は
、
渇
水
期
に
施
工
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
船
杁
橋
は
本
年
度
末

完
了
を
目
指
し
て
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
白
弓
橋

は
令
和
元
年
度
に
下
部
工

を
、
令
和
２
年
度
は
上
部

工
の
整
備
予
定
で
す
。

　
　

エ
ア
ー
遮
断
機
の
保

守
点
検
は
。

　
　

今
年
度
ま
で
、
か
し

担
保
期
間
で
あ
り
、
業
者

に
て
点
検
。
令
和
２
年
度

か
ら
は
、
保
守
点
検
の
委

託
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
費
に
つ
い
て
、
通
学
路

に
該
当
す
る
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
通
学

路
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

い
る
か
。

　
　

３
件
が
該
当
し
、
延

長
は
約
80
ｍ
で
す
。
通
学

路
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
大
阪
の
災
害

後
、
学
校
と
調
整
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

清
洲
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
は
昨
年
度
よ
り

工
事
を
始
め
、
進
捗
率

は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

９
％
、
新
清
洲
駅
北
土
地

区
画
整
理
事
業
も
昨
年
度

よ
り
工
事
に
着
手
。
今
年

度
、
道
路
と
宅
地
の
造
成

が
一
部
完
了
し
、
土
地
の

使
用
収
益
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
進
捗
率
は
事
業
費
ベ

ー
ス
で
46･

4
％
で
す
。

　
　

清
洲
駅
前
広
場
整
備

に
つ
い
て
、
稲
沢
市
と
の

協
議
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

稲
沢
市
、
尾
張
建
設

事
所
、
及
び
一
宮
建
設
事
務

所
な
ど
と
協
議
を
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

都
市
公
園
と
児
童
遊

園
等
と
の
管
理
上
の
違
い

は
あ
る
か
。
ま
た
、
都
市

公
園
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
い
て
改
築
更
新
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
児
童
遊

園
等
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

管
理
上
の
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
都
市

公
園
の
遊
具
交
換
は
国
庫

補
助
を
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
修
繕
に
つ
い
て
は
都

市
公
園
も
児
童
遊
園
等
も

安
全
点
検
結
果
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

庄
内
川
水
防
セ
ン
タ

ー
の
芝
生
広
場
の
利
用
の

ル
ー
ル
等
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
自
由
使

用
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
会
員
の
意
見
も
参
考

に
、
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討

し
ま
す
。

　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
費
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　

中
学
２
年
生
の
職
場

体
験
と
講
師
に
依
頼
し
て

将
来
の
生
き
方
に
関
す
る
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

青
少
年
・
家
庭
教
育

相
談
で
虐
待
の
内
容
は
。

　
　
28
年
度
は
51
件
、
29
年

度
は
62
件
、
30
年
度
は
53
件

で
、
主
な
も
の
は
母
親
に
よ

る
放
置
、
体
罰
で
す
。

　
　

不
登
校
の
生
徒
に
対

し
て
適
応
指
導
教
室
の
利

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　

適
応
指
導
教
室
が
あ

る
こ
と
も
伝
え
な
が
ら
、

学
校
へ
通
え
る
よ
う
、
児

童
、
生
徒
へ
働
き
か
け
を

し
て
い
ま
す
。

　
　

私
立
幼
稚
園
等
就
園

奨
励
費
補
助
金
は
、
今
後

無
償
化
に
伴
い
支
出
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

従
来
の
対
象
者
に
加

え
、
所
得
制
限
で
対
象
外

だ
っ
た
方
も
新
た
に
対
象

と
な
る
た
め
、
対
象
者
数

が
増
加
し
ま
す
。
授
業
料

の
限
度
額
２
万
７
千
５
０

０
円
、
私
立
幼
稚
園
に
通

う
園
児
約
４
６
０
名
で
算

出
す
る
と
、
年
間
で
、
約

１
億
３
千
万
円
の
支
出
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

各
学
校
の
遊
具
の
点

検
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
体
育
の
授
業
で
遊
具
を

使
っ
た
指
導
は
あ
る
の
か
。

　
　

遊
具
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
の
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。
体
育
の
授
業
を

通
し
て
安
全
な
遊
具
の
使

い
方
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
児
童
の
体
力
増
進
の

た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

学
校
就
学
援
助
費
の

前
倒
し
の
状
況
と
今
後
の

課
題
は
。

　
　

新
小
学
1
年
生
に
対

す
る
支
給
は
33
名
で
、
１

３
３
万
９
千
８
０
０
円
、

新
中
学
１
年
生
に
対
す
る

支
給
は
51
名
で
、
２
４
６

万
４
千
円
で
す
。
30
年
度

は
３
月
15
日
の
支
給
だ
っ

た
た
め
、
よ
り
早
い
時
期

に
支
給
す
る
こ
と
が
課
題

で
す
。

　
　

２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

の
募
集
人
員
と
ミ
ニ
セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は
。

　
　

県
の
募
集
人
員
は
22

名
で
、
４
千
34
名
の
応
募

が
あ
り
、
１
８
３･

４
倍
の

倍
率
で
し
た
。
ま
た
、
ミ

ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
織
田
信
長
公

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
容
で

検
討
し
、
内
容
発
表
に
つ

い
て
は
県
よ
り
12
月
頃
に

行
い
ま
す
。　

　
　
春
と
秋
の
清
須
ウ
オ
ー

ク
へ
の
市
民
の
参
加
者
は
。

　
　

春
が
８
０
４
名
、
秋

が
６
５
０
名
で
そ
の
う
ち
約

３
割
が
市
民
の
方
で
す
。

　
　

ア
ル
コ
清
洲
と
カ
ル

チ
バ
新
川
の
利
用
料
金
の

収
入
に
つ
い
て
。

　
　

ア
ル
コ
清
洲
は
５
千

８
２
５
万
６
千
８
３
０

円
、
カ
ル
チ
バ
新
川
は
１

千
８
６
０
万
１
千
６
８
０

円
で
す
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
員
は
、
何
名
の
不
足

か
。
ま
た
、
個
々
の
調
理

員
に
過
度
な
負
担
は
生
じ

て
い
な
い
か
。

　
　

必
要
と
す
る
調
理
員

数
に
対
し
て
９
名
が
不
足

し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
人
材
派
遣
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
　

台
風
に
よ
り
給
食
中

止
の
判
断
を
し
、
食
品
ロ

ス
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い

か
。

　
　

中
止
し
た
日
の
献
立

を
翌
日
に
ス
ラ
イ
ド
す
る

な
ど
の
献
立
変
更
を
行

い
、
給
食
用
物
資
の
ロ
ス

が
生
じ
な
い
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
下
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定

　
　

公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
不
納
欠
損

額
の
内
訳
は
。

　
　

平
成
25
年
度
分
の
89

件
で
す
。

　
　

下
水
道
使
用
料
の
収

入
未
済
額
が
例
年
に
比
べ

て
多
い
の
で
は
。

　
　

平
成
31
年
度
に
企
業

会
計
に
移
行
し
、
例
年
あ

っ
た
出
納
閉
鎖
期
間
が
な

く
な
っ
た
た
め
で
す
。
こ

の
未
済
額
は
企
業
会
計
で

特
例
的
収
入
と
し
て
処
理

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
案

　
　

国
の
補
助
金
の
減
額

は
予
想
で
き
な
い
の
か
。

　
　

総
額
が
あ
る
中
で
他

市
町
の
要
望
額
に
よ
っ
て

変
動
す
る
た
め
、
予
想
は

困
難
で
す
。

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
認
定

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

市
立
幼
稚
園
授
業
料
等

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）

アルコ清洲



みなさまの声を市政に (傍聴者 18人) ９月４日・５日の２日間、
１３人の議員が質問を行いました。一般質問

　
　

学
校
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
不
審
者
情
報
に
つ
い
て

②
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

に
つ
い
て

③
安
全
な
登
下
校
時
の
方

策
に
つ
い
て

　
　

①
保
護
者
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
不
審
者
情
報

は
、教
育
委
員
会
か
ら「
き

ず
な
ネ
ッ
ト
」を
通
じ
て
、

一
斉
配
信
し
、警
察
へ
は
、

そ
の
都
度
連
絡
を
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

②
い
ざ
と
い
う
時
に
、子
ど

も
が
駆
け
込
め
る
１
１
０

番
の
家
は
大
変
重
要
で
あ

り
、の
ぼ
り
旗
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

に
お
け
る
犯
罪
の
抑
止
効

果
も
あ
る
の
で
、引
き
続
き

１
１
０
番
の
家
を
増
や
す

よ
う
な
取
り
組
み
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

③
保
護
者
及
び
自
主
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協

力
を
得
て
、子
ど
も
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
ま
す
が
、地

域
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
た
め
、今
後
空
白
地
域

に
関
し
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

を
通
じ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
活
用
し
た
登
下
校
管

理
の
導
入
、ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド・リ
ー
ダ
ー
の
配
置
に
つ

い
て
も
他
市
町
の
動
向
を

調
査
し
、研
究
し
て
い
き
ま

す
。

子
ど
も
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保

冨
田
　
雄
二 

議
員

庁
舎
増
築

成
田
　
義
之 

議
員

　
　

北
館
の
庁
舎
が
出
来

上
が
り
、す
ば
ら
し
い
建
物

が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、実
際
使
用
す
る

と
、市
民
の
方
々
か
ら
入
り

口
が
分
か
り
に
く
い
、地
下

駐
車
場
の
幅
が
狭
く
柱
が

垂
れ
下
が
っ
て
い
て
危
な

い
な
ど
の
ご
意
見
等
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

伺
い
ま
す
。

①
合
併
特
例
債
は
延
長
に

な
り
ま
し
た
の
で
、北
館
の

西
側
に
庁
舎
を
増
築
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、い
か
が

で
す
か
。

②
市
民
の
方
々
か
ら
、苦

情
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

③
新
庁
舎
増
築
に
つ
い
て

職
員
の
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
①
西
枇
杷
島
町・清
洲

町・新
川
町
合
併
協
議
会
で

は
、新
市
の
事
務
所
の
位
置

に
つ
い
て
、旧
新
川
町
役
場

を
本
庁
と
し
、新
庁
舎
は
新

た
に
建
設
せ
ず
、本
庁
舎
に

必
要
な
部
分
の
み
を
増
築

す
る
旨
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
決
定
に
伴
い
、必

要
な
部
分
と
な
る
北
館
を

増
築
し
、平
成
２９
年
１
月
か

ら
供
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、平
成
２６
年
３
月
の

本
庁
舎
増
築・改
修
工
事
基

本
設
計
業
務
基
本
設
計
書

を
基
本
と
し
、適
切
な
市
役

所
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き

る
期
限
ま
で
に
、南
館
を
改

修
す
る
こ
と
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、北
館
の
西
側
に

庁
舎
を
増
築
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
市
民
の
方
々
か
ら
、北
館

供
用
開
始
後
、ご
意
見
や
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
、対
応
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、随

時
、改
修
を
し
た
箇
所
も
あ

り
ま
す
。今
後
も
、対
応
可

能
な
案
件
に
つ
い
て
は
見

直
し
、よ
り
使
い
や
す
い
庁

舎
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

③
新
た
な
庁
舎
を
建
築
せ

ず
、南
館
を
改
修
す
る
こ
と

で
、適
切
な
市
役
所
機
能
を

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）へ
の

支
援
策

林
　
真
子 

議
員

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の

園
内
処
分

浅
野
　
富
典 

議
員

LGBTのシンボルカラー

　
　
近
年
、全
国
の
公
立
保

育
園
な
ど
で
、こ
れ
ま
で
保

護
者
が
使
用
済
み
紙
お
む

つ
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、処

分
し
て
い
た
方
法
を
見
直

し
、園
内
処
分
に
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、本

市
も
導
入
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、本
市
の
公
立
保

育
園
で
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
園
児
は
４
４
８

名
で
す
。使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
処
分
方
法
に
つ
い
て

は
、ト
イ
レ
に
お
い
て
園
児

個
人
用
の
蓋
付
き
バ
ケ
ツ

に
保
管
し
、そ
の
後
、保
護

者
が
家
庭
で
可
燃
ゴ
ミ
と

し
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

園
内
処
分
に
し
た
場
合
の

問
題
点
と
し
て
は
、事
業
用

廃
棄
物
収
集
運
搬
費
及
び

処
理
費
を
含
め
た
試
算
金

額
が
年
間
約
２
２
０
万
円

の
処
分
費
用
に
加
え
、大
型

の
ゴ
ミ
箱
の
購
入
費
用
、設

置
場
所
の
確
保
、保
管
期
間

の
衛
生
管
理
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
向
け
て
は
、課
題
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、市
内
の
保
育
事
業

施
設
や
近
隣
市
町
の
園
内

処
分
の
導
入
状
況
を
踏
ま

え
て
、調
査
・
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
自
転
車
通
学

　
　

①
市
民
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
。

②
公
共
施
設
内
の
性
別
を

問
わ
な
い
ト
イ
レ
な
ど
の

設
置
推
進
の
現
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
、性
の
多
様
性
を
尊

重
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、現
時
点
で
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

④
窓
口
応
対
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
、行
政
書
式
に
お
け

る
不
必
要
な
性
別
欄
の
削

除
に
つ
い
て
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
①
本
年
１０
月
に
、Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
講
演
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

②
ハ
ー
ド
的
な
問
題
は
あ

り
ま
す
が
、今
後
、改
修
整

備
を
行
う
時
点
で
可
能
な

対
策
を
推
進
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
先
進
市
区
町
村
の
動
向

を
見
な
が
ら
議
論
を
深
め
、

必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

④
本
年
７
月
、接
遇
研
修
の

一
環
と
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、市
民
課
で
は
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記
載

事
項
か
ら
性
別
表
記
を
削

除
す
る
た
め
の
条
例
改
正

案
を
９
月
議
会
に
上
程
し

ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

●「
主
管
課
」



自
治
体
と
し
て
の
持
続
可
能
な

開
発（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
取
り
組
み

飛
永
　
勝
次 

議
員

SDGs

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

岸
本
　
洋
美 

議
員

　
　

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
と

本
市
に
お
け
る
地
方
創
生

実
現
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
の
認
識
と

必
要
性

②
小
中
学
校
に
お
け
る
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、認
識
と
必
要

性
及
び
課
題

　
　

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０

１
５
年
９
月
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
２
０
３

０
年
ま
で
に
す
べ
て
の
国

で
取
り
組
む
必
要
の
あ
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
を

定
め
た
も
の
で
す
。本
市
に

お
い
て
も
そ
の
達
成
に
向

け
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

て
市
民
や
企
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
は
地
方
創
生
の
実
現

に
も
資
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、取
り
組
み
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
今
世
界
で
起
こ
っ
て
い

る
問
題
を
自
ら
の
課
題
と

し
て
捉
え
、持
続
可
能
な
将

来
を
実
現
し
て
い
く
力
を

備
え
た
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
学
習
指
導
要
領

に
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り

さ
ら
な
る
啓
発
と
明
確
な

取
り
組
み
の
継
続
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
先
の
参
議
院
選
挙
は

本
市
４８
・
０９
％
と
全
国
・

愛
知
県
よ
り
低
い
投
票
率

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

18
歳
・
19
歳
の
投
票
率
は

２７
・
７
％
と
3
年
前
の
参

議
院
選
挙
５４
・
９
％
の
約

2
分
の
1
に
な
っ
て
い
ま

す
。
有
権
者
の
政
治
に
関

す
る
信
頼
や
期
待
な
ど
、

投
票
率
低
下
の
一
因
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

①
市
内
投
票
所
の
う
ち
、

投
票
率
が
常
に
低
い
所
へ

の
改
善
策

②
若
者
（
特
に
18
歳
・
19

歳
）
の
有
権
者
の
投
票
率

向
上
へ
の
主
権
者
教
育

③
期
日
前
投
票
所
の
増
設

　
　
①
地
域
性
の
違
い
も

あ
る
の
で
、
全
体
的
に
選

挙
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

②
毎
年
、
小
中
学
校
に
出

向
き
、
模
擬
投
票
な
ど
実

施
し
た
り
、
ま
た
投
票
所

の
事
務
に
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
・
中

学
生
議
会
等
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
選
挙
管
理
委

員
会
で
諮
っ
た
経
緯
も
あ

り
ま
す
が
、
市
域
が
狭
い

こ
と
も
あ
り
複
数
の
投
票

所
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

●
「
ま
ち
レ
ポ
清
須
」

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か



第
２
次
総
合
計
画 

後
期
計
画
の
素
案

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

野
々
部
　
享 

議
員

白
井
　
章 

議
員

通学路のカラー舗装（グリーン）

　
　

通
学
路
交
通
安
全
対

策
の
ハ
ー
ド
面
の
一
手
段

と
し
て
、運
転
手
か
ら
の
通

学
路
の
視
認
性
を
高
め
る

カ
ラ
ー
舗
装
の
施
工
、通
学

路
等
の
標
識・啓
発
看
板
の

点
検・設
置
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
地
域
の
連
携
の

場
」の
構
築
に
つ
い
て
本
市

の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
　

歩
道
が
な
い
一
部
の

通
学
路
の
路
側
帯
な
ど
で

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の

た
め
、グ
リ
ー
ン
の
カ
ラ
ー

舗
装
や
交
差
点
に
赤
色
の

カ
ラ
ー
舗
装
、イ
メ
ー
ジ
ハ

ン
プ
を
施
工
し
、安
全
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
必
要
性・緊
急
性

を
精
査
し
、学
校
や
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、通

学
路
の
標
識
や
啓
発
看
板

の
点
検・設
置
に
つ
い
て
は

随
時
行
い
、改
修
・
新
設
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
地
域
の
連
携
の
場
」の

構
築
に
つ
い
て
は
、毎
年
、

交
通
安
全
推
進
協
議
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

小
中
学
校
長
、市
の
関
連
部

署
、道
路
管
理
者
、警
察
等

で
構
成
さ
れ
る
通
学
路
安

全
推
進
会
議
に
よ
り
、「
清

須
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
、危

険
箇
所
の
抽
出
、改
善
な
ど

通
学
路
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
き
よ
す
あ
し
が
る
サ
イ

　
ク
ル
の
今
後

　
　
第
２
次
総
合
計
画
は
、

基
本
構
想
が
２
０
１
７
年

度
か
ら
２
０
２
４
年
度
ま

で
の
８
年
度
間
、基
本
計
画

は
前
期
３
年
度
、後
期
５
年

度
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
実
施
の
市

民
満
足
度
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、後
期
計
画
の
素
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、２
０
２

４
年
度
に
向
け
た
計
画・目

標
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

　
　
後
期
計
画
の
策
定
は
、

昨
年
７
月
よ
り
総
合
計
画

審
議
会
を
開
催
し
、審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。本
年
９
月

の
審
議
会
で
計
画
案
の
審

議
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
を
行
い
、１１
月
の
審
議

会
で
答
申
の
後
、１２
月
に
策

定
の
予
定
で
す
。

　

２
０
１
８
年
度
実
施
の

市
民
満
足
度
調
査
結
果
で

は
、
３７
の
施
策
に
対
し
て

「
満
足
」と「
や
や
満
足
」と

回
答
さ
れ
た
割
合
は
、

2
0
1
6
年
度
よ
り
３４
施

策
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

要
因
の
分
析
と
と
も
に
、満

足
度
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
の
市
民

満
足
度
目
標
値
は
、直
近
の

２
０
１
８
年
度
の
満
足
度

数
値
を
基
準
と
し
て
、今
後

５
年
間
で
政
策
効
果
を
積

み
重
ね
、増
加
を
目
指
す
考

え
で
す
。

　

ご
提
言
の
後
期
基
本
計

画
の
市
民
満
足
度
目
標
値

の
設
定
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
審
議
会
で

議
論
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、市
民
満
足
度
調
査
が
標

本
調
査
で
あ
り
、標
本
誤
差

が
生
じ
る
点
に
つ
い
て
は
、

説
明
を
記
載
す
る
考
え
で

す
。



伊
藤
　
嘉
起 

議
員

化
製
場
よ
り
発
生
す
る
悪
臭

住
宅
密
集
地
の
防
火
対
策
と

空
き
家
対
策

加
藤
　
光
則 

議
員

　
　
先
般
、区
画
整
理
未
施

行
地
区
の
住
宅
密
集
地
で

大
規
模
な
火
災
が
あ
り
、１８

世
帯
の
方
々
が
被
害
に
あ

わ
れ
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
本
災
害
を
受
け
、さ
ら
な

る
防
災
対
策
を
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、住
宅
密
集
地

の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

①
区
画
整
理
未
施
行
地
区

の
住
宅
密
集
地
は
、ど
の
程

度
あ
り
ま
す
か
。

②
区
画
整
理
未
施
行
地
区

の
住
宅
密
集
地
に
お
け
る

防
火
対
策
の
必
要
性
の
認

識
は
。

③
空
き
家
対
策
の
先
進
自

治
体
は
、空
き
家
を
活
用

し
、延
焼
防
止
帯
を
設
け
る

な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す

が
、空
き
家
対
策
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　

①
区
画
整
理
未
施
行

地
区
の
住
宅
密
集
地
は
、１

８
９
ha
あ
り
ま
す
。

②
区
画
整
理
未
施
行
地
区

の
対
策
は
必
要
で
す
が
、地

域
住
民
の
機
運
の
高
ま
り

が
不
可
欠
で
す
。ま
た
、都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、建
替
え
に
合
わ
せ
た

道
路
の
拡
幅
や
沿
道
建
築

物
の
耐
震
化・不
燃
化
の
促

進
を
実
施
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

③
先
進
自
治
体
の
住
宅
密

集
地
対
策
で
は
、対
象
地
区

を
定
め
、補
助
金
を
用
い
て

建
物
を
解
体
し
、市
が
無
償

借
地
す
る
代
わ
り
に
固
定

資
産
税
等
を
非
課
税
と
し
、

地
域
の
防
災
広
場
な
ど
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
は
地
域
の

協
力
や
機
運
の
高
ま
り
が

必
要
で
あ
り
、国
・
県
等
の

支
援
な
ど
を
確
認
し
、事
業

手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
介
護
保
険
制
度
の
今
後

　
の
役
割

　
　

化
製
場
よ
り
発
生
す

る
悪
臭
は
、長
年
に
わ
た
り

不
特
定
多
数
の
人
々
に
不

快
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
て

い
ま
す
。行
政
の
役
割
は
、

苦
情・相
談
が
あ
っ
た
ら
素

早
く
動
く
、現
場
へ
出
向

き
、に
お
い
の
質
や
程
度
を

体
感
し
て
、解
決
へ
と
導
く

役
割
と
い
う
も
の
を
担
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、悪

臭
公
害
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
苦
情
へ
の
対
応
と
、

現
状
を
リ
ア
ル
に
把
握
す

る
た
め
の
苦
情
の
申
し
立

て
方
法
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
苦
情
が
あ
っ
た
際
、指

導
権
限
の
あ
る
あ
ま
市
と

連
携
し
事
業
所
を
訪
問
、苦

情
時
間
、場
所
等
を
伝
え
、

事
業
所
は
そ
の
時
間
帯
の

作
業
内
容
を
確
認
し
臭
気

抑
制
の
た
め
の
デ
ー
タ
と

し
ま
す
。本
市
は
今
年
度
、

そ
れ
と
は
別
に
、臭
気
測
定

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、電
話
で
連
絡
を

い
た
だ
く
ほ
か
、メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。ま
た
、時
間
外
、

夜
間
は
宿
日
直
が
対
応
し

ま
す
。そ
の
他
、臭
気
モ
ニ

タ
ー
も
依
頼
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
五
条
川
堤
防
の
安
心
・

　
安
全
の
確
保

住宅密集地の火災現場

臭気測定



市
民
満
足
度
向
上
の
た
め
の

身
近
な
対
策

浅
井
　
泰
三 

議
員

サ
ポ
カ
ー
Ｓ
や
ワ
ン
ペ
ダ
ル

購
入
に
対
す
る
補
助
金
導
入

山
内
　
徳
彦 

議
員

　
　
一
、桃
栄
跨
線
橋
の
完

成
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
問
い
ま
す
。①
歩
道
橋
の

先
行
使
用
②
住
宅
地
へ
の

通
行
規
制
③
五
条
川
堤
防

道
路
へ
の
安
全
対
策
④
新

川
堤
防
道
路
ま
で
へ
の
接

続二
、夜
間
に
庄
内
川
右
岸
堤

防
道
路
を
走
行
中
、ゴ
ル
フ

練
習
場
の
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ

し
く
安
全
対
策
が
必
要
。

　
　
一
、①
学
校
側
と
の
協

議
の
結
果
、安
全
を
考
慮
し

て
本
体
完
成
と
同
時
に
使

用
し
ま
す
。②
南
側
下
り
て

直
ぐ
の
信
号
は
危
険
の
為
、

ポ
ス
ト
コ
ー
ン
で
規
制
。生

活
道
路
へ
の
流
入
は
通
学

路
で
も
あ
り
、状
況
で
対
策

を
協
議
し
ま
す
。③
通
り
抜

け
な
ど
交
通
状
況
を
注
視

し
、堤
防
道
路
の
繁
茂
と
法

界
門
橋
の
見
通
し
を
併
せ

て
対
処
し
ま
す
。④
五
条
川

堤
防
に
ア
ク
セ
ス
す
る
が
、

新
川
堤
防
交
差
点
の
拡
張

は
後
日
。よ
っ
て
、車
両
規

制
は
随
時
対
処
し
ま
す
。

二
、こ
れ
ま
で
ゴ
ル
フ
場
を

訪
問
し
、改
善
の
方
法
に
つ

い
て
協
議
し
、照
明
の
向
き

を
変
え
た
り
、遮
光
ネ
ッ
ト

を
張
っ
た
り
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。し
か
し
、苦
情

が
絶
え
な
い
以
上
、市
と
し

て
は
環
境
省
に
よ
る「
光
害

対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
基

づ
き
指
導
を
行
い
、改
善
に

向
け
て「
光
害
条
例
」に
つ

い
て
調
査・研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
は
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
扱
わ
れ
が
ち

で
す
が
、若
者
の
事
故
率
よ

り
も
少
な
い
と
デ
ー
タ
が

出
て
い
ま
す
。本
市
に
お
い

て
は
、鉄
道
や
あ
し
が
る
バ

ス
等
の
交
通
機
関
が
発
達

し
て
い
る
と
は
い
え
、駅
や

停
留
所
が
遠
い
等
、ま
だ
ま

だ
不
便
を
訴
え
る
方
が
多

い
の
も
事
実
で
す
。高
齢
者

に
と
っ
て
も
自
動
車
の
運

転
は
、自
立
し
た
生
活
の
生

命
線
で
あ
り
、車
以
外
の
移

動
手
段
が
な
い
の
で
、免
許

は
返
納
で
き
な
い
と
い
う

方
も
い
ま
す
。高
齢
者
に
、

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、短
絡
的
に
免
許
の
返
納

を
叫
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、運
転
操
作
ミ
ス
に

よ
る
事
故
防
止
に
役
立
つ
、

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制

装
置
な
ど「
安
全
装
備
」に

対
す
る
補
助
金
導
入
に
つ

い
て
の
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
サ
ポ

カ
ー
Ｓ
や
ワ
ン
ペ
ダ
ル
購

入
時
の
補
助
制
度
の
導
入

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、交

通
安
全
教
室・キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
時
な
ど
に
普
及
促
進
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
夜
間
の
ゴ
ミ
収
集

平成30年中の交通事故の発生状況

◎原付以上運転者（第1当事者）の年齢層別免許保有者
　10万人当たり交通事故件数の推移

ゴルフ場からの光害

跨線橋の工事現場



避
難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

大
塚
　
祥
之 

議
員

　
　
内
閣
府
で
は
、平
成
３０

年
７
月
豪
雨
災
害
を
踏
ま

え「
避
難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
改
定
し

ま
し
た
。防
災
情
報
を
災
害

発
生
の
お
そ
れ
に
応
じ
て

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に

整
理
し
、分
か
り
や
す
い
防

災
情
報
の
提
供
な
ど
、必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
を
受
け
、昨
年
６

月
の
広
報
で
掲
載
さ
れ
た

避
難
所
到
達
３０
分
圏
外
の

地
域
に
対
し
て
の
課
題
解

決
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
常
時
か
ら
、避
難
所

ま
で
の
経
路
を
確
認
し
、早

め
の
自
主
避
難
を
心
が
け

て
い
た
だ
く
な
ど
、自
ら
の

命
を
守
る
た
め
の
行
動
に

つ
い
て
自
主
防
災
訓
練
や

出
前
講
座
等
に
お
い
て
地

域
の
災
害
リ
ス
ク
や
実
態

に
即
し
た
講
話
に
す
る
な

ど
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、指
定
避
難
所
へ
の

避
難
が
困
難
な
場
合
に
つ

い
て
は
、一
時
的
な
避
難
施

設
と
し
て
、地
元
の
集
会
所

や
公
民
館
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
の
で
、平
常
時
か
ら

確
認
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。現
状
、避
難
場
所
の
新

た
な
指
定
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、水
害
対
応
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
定
に
合
わ
せ
、見
直

し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普

　
及
啓
発

●
道
路
冠
水
等
の
軽
減
を

　
は
か
る
側
溝
清
掃

2018年6月広報参照

傍聴しましょう皆さんの議会を

◎通告された議案質疑 ９月９日に２人の議員が質疑を行いました。
加藤光則議員 ○平成30年度一般会計決算認定について
松岡繁知議員 ○特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の

　一部を改正する条例案について

　清須市議会の定例会は、３月・
６月・９月・12月の４回と必要の
都度、臨時会及び特別委員会を開
催します。市民の皆さんの傍聴を
お待ち致しております。



９月議会定例会で審議した議案
　定例会は、２日から２６日までの２５日間の会期で開き、初日に市長提出議案の上程・説明と、議
員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求
める意見書（案）」が上程され、朗読説明がされました。
　市長提出案件のうち、教育委員会教育長及び教育委員会委員の任命については、即日、採決さ
れ全員賛成で同意しました。その他の議案については、９日に質疑が行われた後、各所管の常任
委員会に付託しました。
　９日には、市長提出議案1件が追加上程され、即日、採決され原案どおり可決しました。
　最終日には、それぞれの常任委員会の審査結果について委員長から報告があり、また、市長提
出議案1件が追加上程され、採決の結果、全議案が原案どおり認定・可決しました。
　なお、議員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び
拡充を求める意見書（案）」については、採決の結果、全員賛成で可決しました。

（
令
和
元
年
６
月
２１
日
、

９
月
２６
日
開
催
）

議
会
改
革

推
進
等
調
査

特
別
委
員
会

（
令
和
元
年
９
月
１０
日
開
催
）

斎
苑
等
対
策

特
別
委
員
会

委
員
長 

飛
永　
勝
次

副
委
員
長 

松
川　
秀
康

委　
員 

天
野　
武
藏

委　
員 

白
井　
　
章

委　
員 

伊
藤　
嘉
起

委　
員 
下
堂
薗　
稔

委　
員 
山
内　
徳
彦

委　
員 

松
岡　
繁
知

委
員
長 

浅
井　
泰
三

副
委
員
長 

野
々
部　
享

委　
員 

岸
本　
洋
美

委　
員 

岡
山　
克
彦

委　
員 

小
﨑　
進
一

委　
員 

大
塚　
祥
之

委　
員 

浅
野　
富
典

委　
員 

冨
田　
雄
二

　

議
会
改
革
の
一
層
の
推
進

に
向
け
て
、
映
像
配
信
及
び

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
な

ど
、
引
き
続
き
協
議
、
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

　

斎
場
施
設
整
備
の
進
捗
状

況
等
と
し
て
、
８
月
28
日
に

五
条
広
域
事
務
組
合
臨
時
会

に
お
い
て
契
約
案
件
１
件
、

変
更
契
約
案
件
１
件
を
全
員

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
周
辺
環
境
改
善

事
業
の
進
捗
状
況
等
と
し

て
、
予
定
ど
お
り
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
等

　
　
供
用
開
始
は
当
初
計
画
と

同
じ
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
の
夏
ま
で
に

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
火
葬
炉
設
置
は
別
途
と
の

こ
と
だ
が
、
建
設
工
事
の
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
施
工
す
る
の

か
。
ま
た
、
事
業
費
は
い
く
ら

を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　

火
葬
炉
に
つ
い
て
は
、
当

初
か
ら
別
工
事
と
い
う
こ
と
で

予
定
を
し
て
お
り
、
建
物
が
あ

る
程
度
完
了
し
た
段
階
で
、
平

成
29
年
度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
決
定
し
た
業
者
が
設
置
し

ま
す
。
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
で
、
５
億
６
千
万

円
、
６
基
の
火
葬
炉
と
１
基
の

動
物
火
葬
炉
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　

調
整
池
の
構
造
と
規
模

は
、
ま
た
、
地
元
に
対
し
、
丁

寧
な
説
明
と
対
応
を
お
願
い
し

た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
関
係
者
と
組
合
で
協
議
を

進
め
て
い
る
状
況
で
す
。



9月議会定例会議案の議員賛否一覧
○・・・賛成　×・・・反対

※久野茂議長は採決に加わりません。

審議結果と会派・議員名

議　　　案

清政会
審
議
結
果

加
藤 

光
則

天
野 

武
藏

山
内 

徳
彦

松
川 

秀
康

大
塚 

祥
之

高
橋 

哲
生

白
井 
　
章

浅
井 
泰
三

飛
永 

勝
次

林 

　
真
子

岸
本 

洋
美

松
岡 

繁
知

冨
田 

雄
二

下
堂
薗 

稔

浅
野 

富
典

小
﨑 

進
一

野
々
部 

享

岡
山 

克
彦

八
木 

勝
之

伊
藤 

嘉
起

久
野 

　
茂

成
田 

義
之

公明党 市清クラブ 新世代 無所属

教育委員会教育長の任命について

教育委員会委員の任命について

平成３０年度一般会計決算認定について

平成３０年度国民健康保険特別会計決算認定について

平成３０年度介護保険特別会計決算認定について

平成３０年度下水道事業特別会計決算認定について

平成３０年度後期高齢者医療特別会計
決算認定について
平成３０年度水道事業会計剰余金の処分
及び決算認定について

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例案

職員の分限の手続及び効果に関する条例等の
一部を改正する条例案

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案

手数料条例の一部を改正する条例案

印鑑条例の一部を改正する条例案

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
利用者負担額等を定める条例の一部を改正する条例案
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例案

水道事業給水条例の一部を改正する条例案

下水道条例の一部を改正する条例案

市立幼稚園授業料等条例を廃止する条例案

令和元年度一般会計補正予算（第４号）案

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）案

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案

令和元年度一般会計補正予算（第５号）案

工事請負契約（雨水貯留施設設置工事）の
一部を変更する契約の締結について

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）
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市に望むこと（小学校の児童のみなさん）
《順不同で掲載しています》

 

清
洲
小
学
校

梶
谷 

修
平

 

新
川
小
学
校

平
松 

凌
羽

　
ぼ
く
は
、清
須
市
の
街
灯

を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　
大
人
の
人
た
ち
か
ら
、「
不

審
者
が
出
る
か
ら
、気
を
付

け
る
よ
う
に
」と
、よ
く
言
わ

れ
ま
す
。

　
夜
、外
に
出
て
み
る
と
、確

か
に
不
審
者
が
出
て
き
そ
う

で
怖
い
感
じ
が
し
ま
す
。周

り
を
見
る
と
街
灯
が
あ
ま
り

な
く
て
、と
て
も
暗
い
で
す
。

街
中
に
は
、見
守
り
ゾ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
が
、常
に
誰
か

が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、心
配
で

す
。

　
ぼ
く
は
、も
っ
と
も
っ
と

街
灯
が
増
え
れ
ば
、不
審
者

も
減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、清

須
市
が
今
よ
り
も
安
全
で
安

心
で
き
る
街
に
な
り
、子
ど

も
達
が
、夕
方
で
も
元
気
よ

く
外
で
遊
べ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
が
清
須
市
に
望
む

こ
と
は
、新
川
を
き
れ
い
に

し
て
、清
須
市
の
シ
ン
ボ
ル

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
四
年
生
の
社
会
科
の
授

業
で
、新
川
は
日
本
で
初
め

て
人
が
作
っ
た
川
だ
と
知

り
、誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、川
の
水
は
に
ご
っ

て
い
て
底
が
見
え
な
か
っ

た
り
、ご
み
が
浮
い
て
い
た

り
し
て
と
て
も
悲
し
い
で

す
。新
川
は
ぼ
く
た
ち
の
自

慢
な
の
で
、き
れ
い
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。そ
し
て
、

清
須
市
を
訪
れ
た
人
に「
新

川
は
、き
れ
い
だ
」と
思
っ

て
も
ら
い
、清
須
市
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、地
域
の
人
の
お

か
げ
で
、安
心
し
て
過
ご
せ

る
清
須
市
が
好
き
で
す
。ぜ

ひ
清
須
市
を
、他
の
地
域
か

ら
も
来
て
く
れ
る
ま
ち
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
く
は
、清
須
市
に
提
案

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、見
通
し
が
悪
い
交

差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

作
る
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
と
き
に
こ
わ

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
す
。ぼ
く
が
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
な
い
交

差
点
を
曲
が
ろ
う
と
し
た

と
き
、左
側
か
ら
走
っ
て
き

た
車
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に

な
り
、こ
わ
い
思
い
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
、見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
子
ど
も
が
は
ね
ら
れ

て
し
ま
っ
た
事
故
を
報
道

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
交
差

点
は
、「
一
時
停
止
」と
書
か

れ
た
看
板
が
あ
り
ま
し
た

が
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。も
し
か
す

る
と
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ

れ
ば
事
故
は
防
げ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
危
険
な
出

来
事
が
少
し
で
も
減
る
よ

う
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
作

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、自
分
の
住
む
こ

の
清
須
市
が
、も
っ
と
夜
も

明
る
く
安
全
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。お
つ
か
い
の
帰
り
道
、

夜
道
を
歩
い
て
い
る
と
、前

に
人
が
い
る
こ
と
が
分
か

ら
ず
、ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、ぼ
く
が
清
須
市
に
望
む

こ
と
は
、「
街
灯
」を
増
や
し

て
、も
っ
と
明
る
い
町
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
テ
レ
ビ
で
は
、人
身
事
故

や
犯
罪
な
ど
の
恐
ろ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。ぼ
く
は
、こ
の
町
で

そ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
起

こ
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。清
須
市
に
は
ま
だ
街
灯

が
な
く
、暗
い
夜
道
を
歩
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。街
灯
を
増

や
し
、明
る
く
安
全
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

清
須
市
に
住
む
人
た
ち
の

心
も
明
る
く
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
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之
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